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Aug.1st-9th

ケアンズへ行ってきます！Homestay
ホームステイ

ホットドッグとパンケーキを作って、皆で一緒に食べ
る第1部。グループに分かれた生徒さんのもとへ、先生
たちがパンやソーセージ、ホイップクリームなどを運ん
でくると、”Do you want mustard?” “No, I don’t!”と英語
でコミュニケーション！生活シーンでの英語もしっかり
使えていて、皆さんの成長を垣間見ることができました。
お食事タイムでは、先生と会話をしようと奮闘する生

徒さんの姿も多く見られました。教室外で英語を使える
こういった機会、これからも続けていきたいですね。

8月1日（月）から9日間の日程で、オーストラリアのケアンズにホームスティ研修
に行ってきます。今年の参加者は8名！一人ひとりが目標を持ち、達成に向けて準備を進めています。

松本ぼんぼんへの参加中止のお知らせとお詫び

「2016 AtoZ スクールカレンダー」にてお知らせしておりました8月6日（土）「松本ぼんぼん」ですが、諸事情により今年度のAtoZ連の参加は見合わせることになりました。
楽しみにされていた皆様にはご迷惑をおかけしますこと、深くお詫び申し上げます。来年度、生徒の皆さんと参加することをスタッフ一同楽しみにしています！

英語でクッキング
外国人の先生と一緒にランチを作ろう第1部

第1部から参加した生徒さんはお店屋さんに。”May I
help you?” “I’m just looking.”等の英語表現を先生と練習
すると、すぐに実践に移して堂々と英語で商品を売るこ
とができました。
モノやゲームとお金を交換するアクティビティを通し

て、海を渡って生活することへの憧れや、英語で人々の
生活が営まれていることへの興味が生まれ、なぜ英語を
習っているのか・英語をどう生かしたいのかを考える契
機となればとても嬉しく思います。

AtoZチャリティーバザー
AtoZドルを使って英語でお買い物第2部

サマースクールは大盛況のうちに終了しました。学んでいる英語を用いて楽しく実りある体験をしてもらいたいとい
う思いと、熊本で被災された方々の力になることができればという思いの詰まったイベントになりました。
バザーにあたり、物品を寄付してくださった皆様、募金へ協力してくださった皆様、本当にありがとうございました。

最終的な義援金の金額は、松本校・岡谷校合わせて68,600円となりました。この場を持って御礼申し上げます。

また、ケアンズで最も歴史ある語学学校「ケアンズ ランゲージ センター」で、充実した英語レッスンを受講！
毎日が新しい発見！今まで学習してきた成果を十分発揮し、日本との異なった文化に触れ、多くのことを感じ吸収

して、大きな成長を遂げて帰国する姿を楽しみにしています。

■現地でのプログラム■
• 現地の家庭にホームスティ
• 先住民族のアボリジニの文化を体験学習

• 現地の小学校での授業体験
• コアラなどオーストラリアならではの珍しい動物と触れ合い
• グリーン島で、世界遺産のグレートバリアリーフを満喫



AtoZでの学びの積み重ねが目に見え、今後の更なる自信となる、1年に一度の場です。保護者の
方々はぜひご観覧ください。

History
ヒストリー
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新スタッフのご紹介

前回は「変わりつつある学校の英語」というタイト
ルでお話をさせていただきました。後で記事を読み返
して、あのタイトルは私たちAtoZの願いを込めたタイ
トルだったなぁ…と感じました。というのは、変わり
つつある学校はほんのわずかで、まだ大半は、何十年
も前と同じ英語をやっていて、変わろうとしてないか
らです。

AtoZは県内の保育園、小学校、中学校、高校、大学
に至るまで、外国人講師（ALT）による英語授業の支
援をさせていただいているので、各学校で教師セミ
ナーやワークショップの依頼をいただきます。その中
でいつもお伝えすることが「先生たちが持っている英
語への意識を変える、英語を使うことを楽しむ」とい
うことです。先生方の多くは学生時代に、文法や和訳、
スペルを書いて覚える、などの学習をしてきて、英語
テストの点が悪かった、とか、英語できなかった、な
どのネガティブな気持ちがあります。皆さんの中にも、
こんな気持ちを持っている人が多いのではないでしょ
うか。そして先生たちは言うのです、こんなに英語が
苦手だった自分が生徒に英語なんて教えられるのか、
と。英語の勉強は、正しく文法のルールを覚えて、正
しく日本語に訳せること、と思い込んでいるからです。
セミナーは、まずはそのマインドを変えるところから
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始めます。先生方は、生徒に英語を覚えさせたい、と
思っています。でも実はそうではなく、英語を使って
コミュニケーションしてほしい、と願って授業をしな
いといけません。今の日本が目指している英語教育は、
子どもたちに英語の知識を与えて覚えさせるのではな
く、使える英語を身に付けさせる、というものです。
まさしくAtoZの願うことです。それも自然に自らもっ
とコミュニケーションしたい、相手の事を知りたい、
自分の事を伝えたい、という欲求をもたせて言語を身
に付けさせる、というものですから、先生が英語に後
ろ向きだと、まったくもっていい手本になりません。
子どもたちは、英語って難しいんだ、間違えたら恥ず
かしいんだ、という先生が持っている気持ちをそのま
ま持ってしまいます。これは百害あって一利なし、で
す。先生ばかりでなく、ご家庭でもお母さんやお父さ
んやお兄さんやお姉さんが「英語って難しんだよね
～」と言ったとたん、子どもはそう思い込みます。で
すから、言うべき言葉は「英語ってすごいね、世界の
いろんな人たちと話ができるから楽しいね！」です。
それだけで、子どもたちは英語を学ぶ本当の意味を見
出せます。ぜひ、みなさん、お子さんにこのように声
を掛けてあげてくださいね！英語を教えることは、ご
自分ではなかなかできないかもしれませんが、子ども
たちに英語を好きになってもらうことは、保護者の方
が一番できる大切な役割です。声掛け、どうぞよろし
くお願いいたします。
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Staff
スタッフ

「変わらなければならない、英語への気持ち」

Hello, everyone!

① I was born in Melbourne, Australia,
but I grew up in Adelaide.

② Sushi and chocolate!
③ I don’t like seeing snakes.

Michelle Grixti
（ミシェルグリクスティ）

④ In Tasmania, at my partner's dairy farm. It's
surrounded by beautiful valleys and only a short drive
to one of Australia's best beaches!

《質問内容》①出身地 ②好きな食べ物 ③苦手なもの ④世界で一番お気に入りの場所は？

Dec.4th

中学生英語イベント第6回 Speaking CompetitionEvent
イベント

① 長野県安曇野市
② 寿司、ポテトチッ
プス

③ ホラー映画

耳塚 佳代
（みみづか かよ）

④ ハワイ島の最南端「サウスポイント」
深い青色の海が忘れられません！

日時：12月4日（日）12:30～17:00（予定）
場所：林友ホール（松本市双葉）

中学1年生：英語で他己紹介
中学2年生：外国の国について英語で発表
中学3年生：英語でディベート(討論)

日時・場所

※駐車場が大変狭いため、なるべく公共の交通機関か近辺の駐車場をご利用ください。

発表内容


